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１．目的 

近年，砂防施設点検において，立入り困難な場所，

危険な場所等の点検に，UAV による空撮手法が適用

され始めている。しかし，砂防施設の多くは樹林が

繁茂した谷底に存在するため，上空から見通すこと

ができず，接近した飛行も困難な場合が多いことか

ら，UAVによる手法を十分活用できない場合が少な

くない。このため，樹林下の地形をとらえることが

できるレーザ計測技術に注目が集まっている。そこ

で，有人機搭載型の航空レーザ計測と比べ小回りが

効き多数の点群を得ることができる，UAV搭載型レ

ーザ計測システムの砂防施設等点検への適用性を

検証することを目的として，実証実験を行った。 

２．実証実験方法 

実証実験は，山梨県南巨摩郡早川町富士川砂防事

務所管内の春木川第一砂防堰堤にて行った（図－1）。

テーマを堆砂域や砂防施設上下流の河床における

異常堆積の検出とし，以下を検証した。

1） UAVによる空撮と UAV搭載型レーザ計測の地形

再現性・巨礫等再現性の検証

2） UAV 搭載レーザ計測による，樹林下における地

形や巨礫等の再現性の検証

3） 前述の 1) 2)より砂防施設点検における UAV搭

載レーザ計測の有効性を考察

地形の再現性に対しては，検証点における標高値

の精度検証と，実測横断・堰堤横断での形状再現性

の検証を行った。また，巨礫等の再現性に対しては，

巨礫をイメージした 3 種類の大きさの試験体を作

成し，裸地に置いた場合と樹林下に置いた場合とを

比較して，再現性を検証した（図－2）。 

３. 実証実験結果

3.1. 地形の再現性

本実証実験においては，表-１に示す機材を使用した結

果，レーザ計測の平均照射点密度は約 400点/㎡であった。

検証点 5点における，2回の計測での標高値較差は0.9cm

～ 10.6 cm，平均6.9 cmとほぼ 10cm以内であり，一般

の航空レーザ測量と同等の成果が出ており良好であった

（表－2）。実測横断との比較では，樹林下では点群が少

なくなっているが，道路面上・樹林下ともに，レーザ計

測による点群は，地盤に近い面を再現している（図－3）。

また道路脇のガードレール・検証点（図－4）も点群デー

タから読み取ることができるなど，地形の再現性が高い

ことが確認された。

図－1 撮影計測範囲 1）

表－1 使用機材 

 

 

図－2 基準点・検証点・試験体配点位置図 1） 

表－2 各検証点における標高値の較差 
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図－3 点群投影断面図 
 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 LP点群で見られたガードレール及び検証点 
 

3.2. 巨礫等の再現性 

試験体の検証結果を表－3 に示す。裸地においては，

実測値と点群の較差のうち高さ方向が 1.0cm ～ 5.1 cm，

横方向（横断図より目視）が2 cm ～ 7 cmと，各方向に

対して 10.0cm以下であった。特に高さ方向に対しては，

ほぼ 5.0cm未満の較差であり，形状だけでなく寸法の再

現性も良好といえる。 

一方，樹林下の計測では，高さ方向の較差が0.8cm ～ 

3.1 cmと，10cm以下の較差で概ね良好であった。しかし，

一番小さい試験体は，反射点数が少なすぎ，識別が困難

であった。また，50cm程度以上の試験体は，高さの計測

は概ね良好であったが，側面の点群を得ることが困難で

あり，全体の形状の再現性は十分とは言えないことが明

らかになった。つまり，樹林下では 50cm程度以上の大き

さの物体については，識別並びに概ねの高さの計測は可

能であるが，50cm程度未満の大きさの物体は把握が困難

であることが明らかとなった。 

また，堰堤近くの巨礫（裸地）についても同様の検証

を行った。その結果，図－5 に示すように点群データに

特徴的な突出部が見られ，再現性が良好であるといえる。

しかし，上部よりレーザを照射しているため，巨礫下部

の構造は再現性が低いことに注意が必要である。 

 

４.考察 

UAV 搭載レーザ計測技術を砂防施設等点検 2）に適用し

た場合，流域や渓床・堆砂域の変動など異常堆積を捉え 

表－3 試験体検証結果（凡例は図－3同様）  

 

 

 

 

 

 

 

 

図－5 巨礫の例及びその点群投影断面 
 
ることは，樹林下においても十分可能と考えられる。し

かし，巨礫の礫径計測や詳細な分布の把握を目的とした

場合は，樹林下では0.5m程度以上の径の礫等に限られる

可能性が高い。なお，1m程度以上の礫径であれば，十分

識別し計測することができると考えられる。 

以上より，UAV 搭載型レーザ計測システムは，砂防施

設等点検において，砂防施設周辺状況の把握には十分適

用可能である。ただし，樹林下での礫径計測や個々の礫

の分布等の把握は，0.5m程度以上の礫径に限られる可能

性がある。今後，樹種や繁茂状況の異なるケースなど事

例を蓄積し，継続的に検証してゆきたい。 
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写真 横断図（裸地） 横断図（樹林下） 
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